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日本に現れた赤いオーロラ 

10月 15日、米航空宇宙局（ＮＡＳＡ）が「太陽の活動が極大期に達している」と重大発表

し、今後１年にわたり太陽活動が非常に活発な状態が続く見通しであると示されました。こ

の現象により、日本を含む低緯度地域でもオーロラが観測できる可能性が高まっています。 

そもそも、日本でもオーロラが観測できることをご存知でしょうか？最近では、北海道を

はじめとした日本各所でオーロラを観測したというニュースを目にすることが増えています。 

私たちがイメージするオーロラは緑色ですが、日本で観測されたオーロラは赤色でした。

オーロラは太陽活動が活発になり、大規模な磁気嵐が発生することによって出現すると言わ

れています。実は、この赤いオーロラは日本の長い歴史の中で繰り返し出現し、記録に残され

ています。日本で観測された赤いオーロラは、様々な文献資料の中で「赤気」と呼ばれてきま

した。 

最も古い記録は『日本書紀』にあり、推古天皇 28年（620年）の記述

として「天に赤気有り。長さ一丈余なり。形雉尾に似れり」とあります。

この記述は、近年の研究で、これが扇形のオーロラであると解明されて

います。このようなオーロラの歴史について詳しくまとめたのが『日本

に現れたオーロラの謎』（著：片岡龍峰）です。図書室にも配架されて

いますので、ぜひ手に取ってみてください。 

平安時代末期の歌人、藤原定家の日記である『明月記』にも「北の空

から赤気が迫ってきた。その中に白い箇所が５つほどあり、赤や白の筋

も見える。恐ろしい光景である」との記載があります。こ

の記述から、当時の人々がオーロラを恐怖の光景や不吉な

予兆ではないかと恐れていたことがうかがえます。現代を

生きる私たちと、オーロラに対する感覚が大きく異なって

いたことがわかります。 

私たち日本人にとってオーロラは写真や映像で見るも

ので、実際に観測する機会は多くありません。しかし、冒

頭でも紹介しましたが、今後１年間は太陽活動が非常に活

発な状態が続くことから、オーロラを観測できるチャンス

です。この機会にぜひオーロラを目にしてみたいものです。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
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『星解』に描かれた赤気。文字資料だけでなく

絵図としても残っています。（『日本に現れたオ

ーロラの謎』より） 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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